
　膝蓋骨脱臼は膝外ইの 2ʙ3ˋといΘれ，小ࣇでは膝関節݂症を生じる第 1 位のݪҼ࣬ױ
で，成人でも前十字靱帯ଛইに次いでଟい࣬ױです。小ࣇの膝蓋骨脱臼の 40ˋが膝蓋骨不
安定症にҠ行するとされ，10ʙ1� ではࡀ 10 万人あたり 5.8ʙ29 人の発生཰があるといいま
す。本症はద੾な࣏療がなされな͚れば，ӡ動・スϙーπ活動性を௿Լさせるだ͚でなく，
ときに膝蓋大腿関節症をきたして೔ৗ生活動作をো֐させ，生活の࣭を大きく௿Լさせる
危険性をሃんでいます。そこで，本号のಛूςーϚを｢膝蓋骨不安定症の病態と࣏療｣と
し，本症に関するૅج・臨床研究分໺でਵ一のઐ໳Ոの方ʑにごࣥචをࣀり，本誌を構成
しました。
　まず，本症の病態・࣏療にॏཁな膝蓋大腿靱帯の解๤についてৄࡉに解説いただきまし
た。ଓいて，本症の病態を形成する膝蓋大腿関節の動的変化を 3 次ݩコンピュータ解ੳに
よって説明いただき，本症のը૾診断のཁ఺をड़΂ていただきました。そして，生ମ力学
的ධՁ法の有用性を説明いただきました。
　次に，保ଘ療法においては࠶脱臼Ҽݕࢠ౼のॏཁ性を，खज़的࣏療においてはϋϜスト
リンάᡲを用いた内側膝蓋大腿靱帯（medial patellofemoral ligamentʀ.1FL）ݐ࠶ज़や，
人޻靱帯を用いたಉݐ࠶ज़と脛骨ૈ໘前方Ҡ動ज़について，そして֤ज़ࣜの࣮ࡍと࣏療成
੷を解説いただきました。また，本症に൐う膝蓋大腿関節ೈ骨ଛইの࣮ࡍと，.1FL ݐ࠶
ज़後のリϋビリςーγϣンについてৄࡉに説明いただきました。さらに，膝蓋大腿関節症
の࣏療の࣮ࡍを説明いただき，最後に本症による不安ײについて機能的࣓ڞؾ໐ը૾ࠪݕ
を用いた೴変化をࣔしていただきました。
　本ಛूが，膝蓋骨不安定症のさらなる病態解明と࣏療成੷の޲上にࢿすることになれば
ฤ者として๬外のتびです。
　最後にごଟ用のなか，ごࣥචの労をおࣥりいただいたࣥච者の皆様にްく御ྱ申し上げ
ます。
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